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　まずは講義内容の背
景説明として、従来か
ら環境保全活動では活
動の当事者・研究者・
行政の思いにズレが
あったこと、これを乗
り越えるために研究者
の間で「超学際研究」
が広まって来たこと、そのためのキーワードは「こん
なんできひん？」と、三者の間で互いに問いかけるこ
とであると説明がありました。活動の効果を測るため
の指標（「ものさし」）も、こうしたステークホルダー
間の会話や協同作業から生み出されるべきものである
ことを、滋賀県甲賀市の農村における先生の研究を例
に、話してくださいました。この研究は、環境保全活
動につながる農法を取り入れた農村において、安心な
農産物と環境および地域づくりの効果を測ることを目
的としたもので、研究者と農家・住民との会話や作業
から、効果を測る「ものさし」としてニホンアカガエ
ルの卵塊数を調べることに決まった経緯とその理由の
説明がありました。従来なら、研究者のみで行ってい
たようなカエルの卵塊を探す作業も農家と共同で行
い、 卵塊の分布を地理的加重回帰分析という手法で
分析、結果報告を農家・住民と分かち合いながら行っ
た結果、何よりその農村の方たちに分かりやすい形で
しっかりと効果が測れただけでなく、それによってま
すます環境保全活動や地域づくりをパワーアップする
動機付けとなった成果が紹介されました。このよう
に、ステークホルダー同士が互いの目的を尊重し、ま
た活かすことが、効果の見える化を行う前提として非

常に重要になる、とのお話でした。
　淺野先生はユーモアいっぱいの方で、第８回ちきゅ
うCafé は始終楽しい笑い声に満ちた時間となりまし
た。参加者には、日ごろから環境保全活動に係ってお
られる方も多く、実体験から来る質問なども寄せられ
ました。そのうちのおひとりであるCASA会員の本
田実さんに感想を伺いました：

　うちは最近は森林整備の方に力を入れつつあるの
ですが、お話を聞いて、いつも感じている各局の連
携の無さを思い出しました。本来森林は防災の意味
からも下流域の人々が関心を持って参加すべきと思
いますが、存在そのものも知られていませんし、村
の人だけでやっている。下流域の大多数を占める都
市の人々が関心をもてば予算も増えるのに、それも
適正に使われてなく、箱モノを作る業者のために使
われている感すらあります。お話を聞いて、もっと
大人に環境についての教育をしなければと改めて感
じました。良い意味での昔いたお節介なおばさんの
ようなコーディネーターが必要であると思うし、ま
たそのような人が多く現れるのを期待します。

　古家 明子（CASAボランティア）

　10月18日、第８回ちきゅうCafé「効果を『見える化』しよう〜環境保全活動をパワーアップさせる鍵〜」を、
講師に総合地球環境学研究所の共同研究員である淺野悟史さんを迎えて開催しました。


